
２０１４年２月号 ８

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
限

よ
り
２
年
を
経
過
し
た
場
合
、
時

効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
が
、
過
去

年
１０

間
の
納
め
忘
れ
た
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
平
成

年

月
１
日
か
ら

２４

１０

平
成

年
９
月

日
ま
で
の
３
年

２７

３０

間
に
限
り
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承

認
を
受
け
た
う
え
で
、
時
効
に
よ

り
納
付
で
き
な
か
っ
た
期
間
の
保

険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。（
「
後
納
制
度
」
と
い

い
ま
す
。
）

こ
の
後
納
制
度
を
利
用
す
る
こ

と
で
、
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
納
付
し
た
期
間
が
不

足
し
た
こ
と
に
よ
り
年
金
の
受
給

が
で
き
な
か
っ
た
方
が
年
金
受
給

資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

保
険
料
の
後
納
と
は

国
民
年
金
の
毎
月
の
保
険
料

は
、
２
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に

よ
り
納
付
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
保
険
料
の

免
除
の
適
用
を
受
け
た
り
、
学
生

納
付
特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予
の

適
用
を
受
け
た
場
合
に
は
、
免
除

な
ど
の
適
用
を
受
け
た
期
間
の
保

険
料
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
追
納

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
追

納
は
、

年
前
の
分
ま
で
さ
か
の

１０

ぼ
っ
て
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

後
納
制
度
と
は
、
こ
の
保
険
料

の
追
納
と
は
別
に
、
保
険
料
を
納

め
忘
れ
た
被
保
険
者
を
対
象
に
し

た
も
の
で
、
今
年
の

月
１
日
か

１０

ら
３
年
以
内
の
期
間
に
限
っ
て
保

険
料
の
後
払
い
（
後
納
）
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
保
険
料
の
後
納
が
で
き
る

の
は
、
時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
期
間
分
（
２
年

以
上
前
の
期
間
分
）
の
保
険
料
に

限
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
保
険
料

の
後
納
の
承
認
を
受
け
る
と
き

に
、
時
効
に
な
っ
て
い
な
い
２
年

以
内
の
期
間
に
つ
い
て
保
険
料
の

滞
納
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
保

険
料
を
先
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
こ
の
保
険
料
の
後
納
を

行
う
場
合
に
は
、
当
時
の
保
険
料

の
額
に
一
定
の
加
算
が
行
わ
れ
た

保
険
料
（
後
納
保
険
料
）
を
納
付

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

後
納
保
険
料
の
納
付
は
、
先
に

経
過
し
た
月
分
の
国
民
年
金
の
保

険
料（
加
算
が
行
わ
れ
た
保
険
料
）

か
ら
順
次
行
い
ま
す
。
そ
し
て
、

後
納
保
険
料
が
納
付
さ
れ
る
と
、

納
付
が
行
わ
れ
た
日
に
、
そ
の
納

付
が
行
わ
れ
た
月
の
国
民
年
金
の

保
険
料
が
納
付
さ
れ
た
も
の
と
み

な
さ
れ
ま
す
。

こ
の
保
険
料
の
後
納
に
よ
っ

て
、
第
三
号
被
保
険
者
期
間
の
不

整
合
記
録
に
よ
り
２
年
以
上
前
の

保
険
料
未
納
期
間
が
あ
る
人
に
つ

い
て
も
、
そ
の
期
間
を
保
険
料
納

付
済
期
間
と
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

「
対
象
者
」

後
納
制
度
の
利
用
が
可
能
な
方

は
次
の
と
お
り
で
す
。

茨

歳
以
上

歳
未
満
の
方

２０

６０

年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
期
間

１０
や
未
加
入
期
間
が
あ
る
方

芋

歳
以
上

歳
未
満
の
方

６０

６５

右
の
期
間
の
ほ
か
、
任
意
加
入

中
に
納
め
忘
れ
の
期
間
が
あ
る
方

鰯

歳
以
上
の
方

６５年
金
受
給
資
格
が
な
く
、
茨
、

芋
の
期
間
が
あ
る
方

※
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
（
繰
り

上
げ
受
給
者
を
含
む
）
は
、
対
象

か
ら
除
か
れ
ま
す
。

※
日
本
年
金
機
構
で
は
、
後
納
制

度
の
利
用
が
可
能
と
思
わ
れ
る
方

へ
「
お
知
ら
せ
」
を
お
送
り
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認
の

う
え
、
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課
戸
籍
担
当

電
話

‐
２
１
２
３

５６

知
っ
て
お
き
た
い
年
金
の
こ
と

過
去

年
分
ま
で
国
民
年
金

１０

保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
後
納

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
平
成

年
９
月
末
ま
で
）

２７

食
品
事
故
や
産
地
偽
装
な
ど

問
題
が
あ
る
米
穀
が
流
通
し
た

際
に
、
速
や
か
に
流
通
ル
ー
ト

を
特
定
し
、
販
売
中
止
や
回
収

等
を
行
う
た
め
に
、
米
穀
取
扱

事
業
者
間
の
取
引
記
録
の
作
成

・
保
存
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。（
平
成

年

月
～
）

２２

１０

ま
た
、
消
費
者
等
利
用
者
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
産

地
情
報
の
伝
達
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。（
平
成

年
７
月

２３

～
）生

産
者
、
流
通
業
、
米
加
工

品
製
造
、
小
売
販
売
業
、
外
食

業
等
の
各
事
業
者
で
、
米
穀
や

米
飯
・
米
加
工
食
品
等
を
販
売

・
提
供
す
る
事
業
者
は
、
こ
の

法
律
に
該
当
し
ま
す
。

取
引
記
録
の
作
成
保
存
方
法

米
穀
商
品
の
仕
入
・
出
荷
の

際
に
は
、
①
品
名
、
②
産
地
、

③
数
量
、
④
取
引
年
月
日
、
⑤

取
引
先
、
⑥
搬
出
入
し
た
場
所

を
記
録
し
た
帳
簿
か
伝
票
類
を

３
年
間
保
存
す
る
こ
と
。

産
地
情
報
の
伝
達
方
法

米
穀
商
品
の
生
産
・
販
売
事

業
者
は
、
伝
票
類
（
納
品
書
、

請
求
書
、
領
収
書
等
）
に
産
地

情
報
を
含
む
取
引
記
録
、
も
し

く
は
米
袋
か
商
品
で
産
地
情
報

を
伝
達
し
ま
す
。
外
食
店
、
仕

出
し
、
弁
当
、
宅
配
、
出
前
等

で
米
飯
類
を
提
供
す
る
事
業
者

は
、
店
舗
に
お
い
て
「
○
○
産

米
使
用
」
の
産
地
伝
達
を
貼
り

紙
か
メ
ニ
ュ
ー
で
お
客
様
（
消

費
者
）
に
お
知
ら
せ
す
る
か
、

宅
配
・
出
前
等
で
は
伝
票
類
や

チ
ラ
シ
、
は
し
袋
等
で
産
地
伝

達
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
農
林
水

産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
米
ト

レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」
を
ご
覧

い
た
だ
く
か
、
北
海
道
農
政
事

務
所
旭
川
地
域
セ
ン
タ
ー
（
電

話
０
１
６
６
・

・
１
２
７
７
）

７６

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」

「
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
」

を
ご
存
じ
で
す
か

を
ご
存
じ
で
す
か
？？
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降
雪
地
域
で
は
、
突
然
の
豪
雪
に

見
舞
わ
れ
身
動
き
が
取
れ
な
く
な

り
、
車
内
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
気
象
情
報
で
暴
風
雪

が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
ク
ル
マ
で

の
外
出
は
で
き
る
だ
け
避
け
る
の
が

賢
明
で
す
が
、
万
一
に
備
え
て
車
内

に
は
防
寒
着
、
長
靴
、
手
袋
、
ス
コ

ッ
プ
、
牽
引
ロ
ー
プ
な
ど
を
常
備
し

て
お
く
と
い
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

厳
寒
時
の
ガ
ス
欠
は
場
所
に
よ
っ
て

は
極
め
て
危
険
で
す
。
出
か
け
る
前

に
ガ
ソ
リ
ン
の
残
量
を
確
認
し
、
常

に
余
裕
を
持
っ
て
入
れ
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

も
し
身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た

ら
、
直
ち
に
道
路
緊
急
ダ
イ
ヤ
ル
（
＃

９
９
１
０
）
や
、
Ｊ
Ａ
Ｆ
に
救
援

（
＃
８
１
３
９
）
を
求
め
ま
す
。
状
況

に
よ
っ
て
は
警
察
へ
通
報
し
て
く
だ

さ
い
。

吹
雪
の
な
か
で
停
車
す
る
と
、
も

の
の
数
分
で
ク
ル
マ
全
体
が
雪
で
覆

わ
れ
て
い
き
ま
す
。
い
つ
で
も
脱
出

で
き
る
よ
う
、
風
下
側
の
ド
ア
が
開

く
か
ど
う
か
定
期
的
に
確
認
し
な
が

ら
救
援
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
マ
フ
ラ
ー
の
排
気
口
が
雪

で
ふ
さ
が
れ
る
と
排
気
ガ
ス
が
室
内

に
流
入
し
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
の
危

険
が
高
ま
り
ま
す
。
ク
ル
マ
に
は
一

酸
化
炭
素
な
ど
の
有
害
物
質
が
発
生

し
な
い
よ
う
排
気
ガ
ス
浄
化
装
置
が

装
着
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
触
媒
は
内

豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪豪
雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪雪
豪
雪
ででででででででででででででででででででで身身身身身身身身身身身身身身身身身身身身
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
きききききききききききききききききききき
がががががががががががががががががががが
取取取取取取取取取取取取取取取取取取取取
れれれれれれれれれれれれれれれれれれれれ
なななななななななななななななななななな
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
なななななななななななななななななななな
っっっっっっっっっっっっっっっっっっっっ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

身
動
き
が
取
れ
な
く
な
っ
た
ららららららららららららららららららららら

部
温
度
が
一
定
以
上
に
上
昇
し
な
い

と
機
能
し
な
い
た
め
、
外
気
温
が
低

い
状
態
で
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
で
は
一

酸
化
炭
素
な
ど
が
排
出
さ
れ
る
危
険

性
も
高
ま
り
ま
す
。
排
気
ガ
ス
の
逃

げ
道
だ
け
で
も
除
雪
し
ま
し
ょ
う
。

救
援
を
待
つ
間
に
完
全
に
雪
に
覆
わ

れ
た
ら
、
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
ま
す
。

意
外
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
雪
に
覆

わ
れ
て
し
ま
う
と
外
気
ほ
ど
温
度
は

低
下
し
な
い
も
の
で
す
。

こ
う
し
た
場
合
に
備
え
、
暖
が
取

れ
る
毛
布
な
ど
を
常
備
し
て
お
く
の

が
賢
明
で
す
。
窒
息
し
な
い
よ
う
、

と
き
に
は
風
下
側
の
ウ
イ
ン
ド
を
１

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
程
度
開
け
て
換
気

を
心
が
け
、
救
援
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
の
日

２
５
０
０
日
達
成

平
成

年

月

日
に
２
５
０
０

２５

１２

２５

日
を
達
成
し
ま
し
た
。
次
の
目
標
は

３
０
０
０
日
（
平
成

年
５
月
９
日
）

２７

で
す
。

平成２６年１月６日（月）富良野広域連合富良野消防署占冠支署
において職団員、来賓など併せて約６０名の参加のもと占冠消防出
初式が挙行されました。
当日は天候に恵まれ、職団員は消防庁舎前に整列し、中村博村
長、原一志消防長を始めとし、多くの来賓の方々から観閲を受け
ました。
続いて庁舎２階において、永年、地域防災活動に貢献されてき
た職団員の功績に対し表彰状並びに感謝状が贈呈されました。
最後に全団員及び消防車両により、占冠神社を参拝し、今年１
年の占冠村の無火災を祈願しました。
昨年の火災・救急件数は、火災においては全国的に減少傾向に
あり、占冠村においても減少していますが、救急件数は全国的に
増加傾向で、占冠村においても統計を開始して以来、２番目に多
い件数となっています。
いかなる災害や救急事案に対しても、迅速かつ安全に対応でき
るよう日々精励恪勤し、村民の安心・安全のために精進してまい
ります。

平成２６年 占冠消防出初式

２５２６
平成２６年１月２０日現在

自
分
の
地
域
は
自
分
で
守
る
！

消
防
団
員
募
集
!!

詳
細
は
庶
務
係
ま
で

電
話

‐
２
１
１
９

５６

愚

寓

喰

隅

虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞虞

遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇遇

空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空
空

偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶
偶

救急出場状況（１２月分）
（７人）７件急 病

（７人）７件一般負傷

（１人）１件そ の 他

（１５人）１５件１２月計

（１３８人）１４６件累 計

人員内は搬送※（ ）

前年対比発生数

-１８件１０件人身事故

-１人０人死 者

-２３人１２人傷 者

上川管内交通事故発生状況

（１月１５日現在）

※交通事故は、決して他人事で

はありません。


